
く
、
學
租
梅
岩
の
教
説
は
實
に
か
べ
の
如
く
に
し
て
始
め
て
よ
く

全
國
に
偏
く
、
深
く
庶
民
の
間
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
我
々
は
そ
こ
に
自
己
の
三
二
の
本
性
を
知
り
私
心
私
欲
を

去
っ
て
そ
の
本
性
を
失
ふ
こ
と
な
か
ら
し
め
る
と
い
ふ
そ
れ
自
ら

は
永
世
不
憂
な
る
道
徳
が
具
艦
的
に
は
時
代
と
耐
會
と
に
よ
つ
て

如
何
な
る
形
態
と
如
何
な
る
色
彩
と
を
與
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

か
を
最
も
よ
く
認
め
う
る
で
あ
ら
う
。
夕
冷
に
附
録
と
し
て
「
手

島
堵
庵
先
生
事
蹟
」
・
「
年
譜
」
等
を
添
へ
て
る
る
。
惟
ふ
に
心
馳
の

敏
が
近
世
に
於
け
る
庶
民
の
道
義
の
維
持
嚢
揚
に
貢
献
す
る
所
多

か
っ
た
こ
と
は
早
く
故
藤
岡
東
圃
に
よ
っ
て
注
意
せ
ら
れ
一
応
近

世
の
思
想
史
や
教
育
史
の
致
究
を
事
と
す
る
人
々
の
こ
れ
が
研
究

に
手
を
染
め
る
も
の
も
少
く
な
い
が
そ
れ
ら
の
研
究
は
い
つ
れ
も

か
く
の
如
き
新
し
い
資
料
を
倹
っ
て
一
居
精
緻
を
期
し
う
べ
き
と

同
時
に
ま
た
一
の
新
し
い
生
面
を
も
開
く
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
菊
判

　
ホ
　
　
文
｛
ハ
三
五
頁
、
京
都
・
市
新
町
揃
～
二
條
上
明
倫
舎
嚢
行
一
、
晶
非
学
ロ
励
）

〔
柴
田
〕

　
　
醗
新
刊
0
9
巨
野
島
ひ
Q
o
｝
言
圃
①
暮
西
陣
ω
8
蔓

　
勲
耽
に
喪
っ
た
尉
β
巴
団
に
代
る
に
O
プ
9
⊃
鼠
①
ω
毒
。
齢
プ
を
編
脚
者
に
加
へ
た

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

Ω
§
霞
α
σ
q
。
浮
蚤
。
馨
震
の
悼
◎
q
は
昨
年
九
月
第
八
冊
を
、
陶
十
月

岡
録
忌
避
冊
（
写
昌
’
。
賊
亀
ξ
ω
o
】
菖
§
）
を
相
つ
い
で
出
し
た
。
前

者
は
「
紀
元
前
二
一
八
一
一
三
三
年
の
羅
馬
及
び
地
中
海
」
と
題
し

第
二
次
ボ
エ
ニ
職
役
の
勃
獲
よ
り
ペ
ル
ガ
ム
ム
の
羅
馬
領
と
な
る

迄
を
含
み
、
編
者
○
プ
毘
。
ω
≦
o
冨
プ
も
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
後
論
を
摩
し

て
居
る
。
其
他
巻
頭
の
Ω
o
＜
2
の
男
。
ζ
玄
霧
、
寓
曝
露
乙
の
カ
ル
タ

ゴ
、
窪
一
同
＄
轟
の
マ
セ
ド
ニ
ア
、
切
自
8
器
の
希
臓
風
文
化
諸
学
、

が
あ
り
、
爾
、
田
。
奏
戸
図
。
。
・
δ
ぐ
尉
①
鳶
》
ω
ご
冨
○
困
①
等
が
各
得
意
の
方

面
を
分
慰
し
て
居
る
。
後
者
は
第
七
冊
，
第
八
冊
に
射
す
る
も
の

で
、
細
塵
、
窯
器
、
金
事
製
品
、
彫
塑
が
主
で
各
説
明
附
な
る
が

概
し
て
複
製
の
多
い
の
は
激
憾
の
感
が
あ
る
。
今
少
し
新
材
料
が

得
ら
れ
な
い
か
と
思
ふ
。
併
し
古
代
吏
に
崩
す
る
著
書
が
増
し
、

こ
の
叢
書
の
完
成
に
次
第
に
近
づ
き
つ
・
あ
る
は
慶
す
べ
き
で
あ

る
。
以
上
最
近
着
乏
し
た
儘
、
速
報
的
に
記
す
。
（
昭
六
i
輔
二
一
九
）

　
　
醗
カ
イ
質
所
在
、
猫
逸
埃
及
古
代
研
究
所
報
告
の
登

　
刊

　
　
護
§
謡
§
。
9
窪
母
ω
9
艮
。
ω
｝
§
μ
H
匿
h
巨
峯
噛
貯
諺
σ
q
壱
瀞
。
ぎ

　
　
》
窪
2
ε
重
三
ヨ
p
α
O
汐
囚
蝕
目
ρ

　
　
　
　
　
　
餓
翌
丁
六
巷
　
　
戴
剛
二
號
　
　
　
三
一
ご
一
ご

（ユ67）



　
　
　
　
　
継
　
　
　
介

　
輔
九
二
九
年
夏
、
笑
話
國
會
の
議
決
に
よ
り
、
表
題
所
掲
の
研

究
所
が
組
織
さ
れ
ガ
・
そ
の
所
長
に
ユ
ン
ク
ル
博
士
（
U
『
冒
巳
8
肖
）

が
任
命
さ
れ
、
羅
馬
、
ア
テ
ネ
に
在
る
同
種
の
研
究
所
と
等
し
く

報
告
を
護
刊
す
る
事
に
な
っ
た
。
大
方
、
年
二
圃
の
、
議
定
な
が

ら
、
之
は
賀
し
も
嚴
守
せ
ら
れ
な
い
。

　
第
一
巻
第
一
冊
は
本
文
九
十
二
頁
、
地
響
一
葉
、
圓
録
十
七
葉

あ
っ
て
、
序
の
他
に
一
丁
年
ナ
一
月
の
下
旬
よ
り
、
十
二
月
の
中

旬
に
亙
っ
て
行
は
れ
た
同
研
究
祈
の
．
東
方
デ
ル
メ
地
方
特
に
イ
ス

マ
イ
リ
ー
エ
（
H
ω
臼
匙
ゆ
巻
）
蓮
河
心
岸
の
調
査
族
行
（
国
払
9
鎚
♪

ω
9
0
8
澱
鉱
Φ
び
試
写
霧
報
告
櫓
當
）
及
び
、
古
代
埃
及
に
於
け
る
障

壁
構
造
（
自
．
切
筥
o
N
）
の
二
つ
が
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
（
養
行
所
U
罫

膨
窪
器
国
デ
禽
ぐ
旦
お
ρ
言
●
げ
．
出
》
昌
0
9
霧
げ
母
σ
q
）
。

　
⑲
エ
イ
チ
・
ア
ー
ル
。
ホ
ー
ル
博
士
（
U
㎞
」
●
類
．
戸
●
鎖
鉱
一
）

　
の
逝
去

　
》
昌
∩
δ
口
器
韓
。
曙
○
吊
篭
①
属
。
母
国
鋤
。
。
酔
の
著
者
と
し
て
知
ら

れ
た
ホ
ー
ル
博
士
は
，
伯
林
博
物
館
の
酉
方
ア
ジ
ア
部
の
新
館
を

公
式
訪
問
よ
り
館
下
ま
も
な
ぐ
、
咋
年
十
月
十
三
郷
忽
然
と
し
て

逝
虫
さ
れ
だ
。
享
年
實
に
五
十
七
。
墨
者
と
し
て
禽
春
秋
に
富
み

　
　
　
　
　
　
筑
士
ハ
巷
第
二
號
　
三
三
圏

今
後
の
貢
献
を
期
待
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
惜
し
む
べ
き
事
で
あ

る
。

　
博
士
は
一
八
九
六
年
牛
津
聖
約
翰
を
卒
業
後
直
ち
に
大
英
博
物

館
の
埃
及
ア
ッ
シ
リ
ヤ
部
に
入
り
、
藪
に
一
生
涯
の
事
業
を
定
め

去
る
｝
九
こ
四
年
パ
ツ
ヂ
卿
（
O
Q
㎞
門
　
両
●
　
】
W
縮
写
σ
Q
Φ
）
引
退
の
跡
を
糠
い

で
主
管
（
潤
⑦
o
℃
費
）
と
な
っ
た
。
元
來
、
竣
及
義
者
で
あ
っ
た
が
多

方
面
に
材
料
を
有
す
る
博
士
は
ミ
ク
ネ
文
化
に
つ
い
て
も
研
究
が

あ
り
目
｝
6
0
一
α
o
馨
Ω
＜
凶
一
圃
懸
け
δ
⇔
o
隔
O
お
①
o
ρ
諺
⑦
σ
q
⑦
§
》
図
〇
一
贔
。
－

o
δ
α
Q
団
の
著
書
か
あ
る
。
併
し
、
七
海
を
重
ね
た
蘭
記
「
、
近
東
古

代
史
」
は
學
界
に
面
懸
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
以
外
に
、
大
學
に

於
け
る
好
敏
科
書
と
し
て
貴
ば
れ
た
。
よ
し
丈
献
的
獲
表
は
多
い

と
は
い
へ
な
い
が
、
デ
ル
・
エ
ル
。
パ
フ
リ
、
ア
ビ
ド
ス
、
更
に
ク

リ
ー
ト
に
於
け
る
登
窯
調
査
の
事
業
は
浸
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が

あ
り
、
最
近
ウ
ル
等
に
於
て
初
代
の
王
の
遺
物
殊
に
銅
製
品
の
襲

掘
の
如
き
は
學
界
に
省
與
す
る
所
多
大
で
あ
り
、
博
士
の
死
の
直

前
脱
稿
し
た
と
き
く
》
ω
①
霧
9
議
タ
δ
千
客
d
H
の
早
く
我
閣
に

欝
さ
れ
る
事
を
待
つ
所
獄
で
あ
る
〔
以
上
霧
島
〕
（
昭
和
六
、
二
、
二
二
）

（　i6S　）


